
（別紙様式１） 
平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

  
 学 校 名 関ケ原町立関ケ原中学校 

 実 施 期 間 平成２５年１０月１６日（水）～１２月７日（土） 

 実 施 概 要 ①授業参観・情報モラル講演会の開催 
②関ケ原合戦祭りでのボランティア活動への参加 
③「あったかweek」の実施 
④関ケ原町ふれあいコンサートへの出演 
⑤道徳教育実践公表会の開催 
⑥ 権擁護 演会（ 主 ） 参加 合 流会

 実 施 内 容  学習・取組の分野 
  □自然   ☑歴史   ☑文化   □産業   ☑その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開  ☑成果発表  □交流活動  ☑講演会等 
  ☑地域行事等参加  □その他 

 来 校 者 数  保 護 者 １４８人
計  ２２７人

 地域関係者 ７９人

 実 施 状 況 １０月１６日（水）午後 
授業参観後、垂井警察署職員を講師に迎え、保護者と共に「子どもを取り巻くＩＴ環境の変化

とそこに潜む問題や危険性」と題して、情報モラル講演会を行った。 
１０月１９日（土）～２０日（日） 

関ケ原合戦祭りのボランティア活動に生徒56名が応募した。内容は開場清掃（ゴミバスターズ）、
プラカード係、福祉フレンドパーク会場係（レクの企画・運営・進行）、赤い羽根共同募金であ
る。 

１１月５日（火）～１２日（火） 
生活委員会が中心となり、「あったかweek」と題して、仲間、家族、地域の方にしてもらった

り、声をかけてもらったりしてうれしかったことを用紙に書いて掲示し、周りの人のよさを見付
ける活動を行った。 

１１月９日（土）午前 
関ケ原ふれあいコンサートに、２年生とブラスバンド部生徒が参加した。 

１１月１９日（火） 
岐阜県道徳教育振興会議実践協力校として公表会を行い、道徳授業の公開、アトラクション「関

ケ原合戦パフォーマンス」の披露、研究実践発表を行った。町内外から159名の参加があった。 
１２月７日（土）午前 

関ケ原町主催の人権擁護講演会に、全校生徒と職員、保護者が参加した。鎌田敏氏を講師に迎
え「心のセルフケア周りの人の心のSOSへの気付きと対処法」と題して講演会を行った。講演会には、
地域の方も多数参加した。 

１２月７日（土）午後 
関ケ原町ふれあいセンター大ホールを会場として、関ケ原中学校合唱交流会を開催した。学級、

学年、全校合唱を披露した。 

 成果及び課題 10月16日の授業参観・情報モラル講演会では、保護者の感想として、 
・子どもと一緒に同じ話が聞けてよかったです。親子の話題にしたいと思います。 
・子どもには日頃から注意をしていますが、あらためて警察の方の話を子どもに聞かせることが
できてよかったです。 

・親子関係が大切だと思いました。モラルや相手の立場に立つということが大切だと思いました。

11月19日の道徳教育実践公表会では、参観者の感想として、 
・道徳の授業では、先生方がきめの細かい準備をされ、よい表情で自信をもって授業をしてみえ
ました。 

・生徒たちが生み出した「合戦パフォーマンス」は、楽器の美しい響きと太鼓の逞しい響き、そ
して語り。まさに郷土「関ケ原町」を愛し、誇りに思う生徒たちの気持ちが溢れていました。

などがあり、大変高い評価をいただいた。 
平日開催の授業参観、講演会等への参加率を向上させることが課題である。 

 


